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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・納会について

　日時：12/30（土）　　納会→17：15～17：50　　懇親会→17：50～18：40

　場所：メンタルケア病棟　3階　　会議室・ホール

※当日、出勤の職員は17：15～の納会へ必ず参加すること。（時間厳守）

・新年互礼会について

日時：1/4（木）　17：30～19：00　場所：ここりの郷（古民家）

※当日、出勤の職員は挨拶をしてから帰ること。

・キャリア職初級・中級昇格試験について

　応募受付期間：12/25（月）～1/15（月）

　受験希望者は、総務　高坂さんまでWIZメールで申し込むこと。

　受験対象者は掲示板の添付ファイルを確認すること。

　試験内容：課題レポート提出⇒理事長による口頭試問

　※レポートの課題・提出期限、口頭試問日時等は、応募者へ後日通知する。

・エアロビクスの年末年始の休みは、12/30（土）～1/9（火）
・伊藤Dr．が主治医の利用者様は、新しいDr．を確認し、データベースの更新も行うこと。

・年始の行事予定を外来やコメディカルスタッフにも伝え、手伝い等の協力を依頼していくこと。

・浅坂政美様の足の持ち上がりが悪くなっており、青陽館玄関マットにつまづいていたため、送迎の移動時にはしっかりと見守りを行うこと。
＜提出物＞
・12月月報：1/4（木）までに作成すること。
・疾患別診療計画書～1/1付けで作成し、本人のサインをもらい、1/9（火）までにアップロードすること。

・12月経過録：1/8（月）までに作成、アップロードすること。
　※デイナイトケア利用者でデイケアも利用している場合、1枚に両方の情報を記載する。

＜利用者様情報＞

デイケア

・中村　茂　　様～久しぶりに来所しており、体調や生活状況を質問している。体調については、幻聴は聞こえているが気になるような内容ではなく、普段の生活をしていれば問題ないと話している。病状は安定しているが、筋力の衰えを感じるとのことで、階段昇降など自分なりに運動しながら対処しているとのこと。生活については、農場の仕事を継続しており、特に問題は無いと話している。安定した体調と生活を送れていることを評価し、今後も継続するよう促している。
・本多　富美　様～外来受診した際にはデイケアを辞めると話しているが、デイケアに辞めるという話をしてくることはない。
・佐々木　理佳様～ユニバースのレジ係の募集があり応募していたが、採用にならなかったとのこと。本人とも話し合いながら、ハローワークのモデル事業の利用なども含めて就労に向けての準備を進めていく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昼食終了後、コートを着て廊下を歩いており、時々階段へ通じるドアの近くに行っている。「散歩に行きたい」と話しており、スタッフが外は寒いことを伝えると、「そうだよね」とコートを脱いでいる。その後は度々トイレに行っており、トイレから帰ってくるとティシュペーパーを髪を結ぶのに使っている。スタッフがティシュペーパーは髪を結ぶものではないこと伝えると「自分の（クリスマス会の景品で貰ったティッシュ）」と話している。また、ポケットが膨らんでおり、何が入っているのか尋ねると、大量のティシュペーパーが入っている。使用したものも入っている為、不衛生であることを伝えると、「はい」と答えるが捨てようとしない。物を溜め込む行為が以前から見られているため不衛生にならないよう、都度介入していく。
・倉石　ヨシエ様～昨日夕方、右肩痛の訴えあり。本日来所後はいつもの席に座り、テーブルに伏しており、声かけにも動こうとしない。また、排便ないため、昼食後にアローゼンを1包服用している。痛みの訴えがある際には、話を傾聴していく。
・倉橋　生子　様～気分変動が激しく、放歌や声高に話し掛けること、他者を睨みつけること、突然利用者やスタッフを一方的に怒鳴ること等の迷惑行為があり、都度振り返りを行っていたが、一時的に改善しているが、すぐに同迷惑好意を繰り返す為、本日、薬剤調整の為、当院西病棟へ入院となり、入院に伴いデイケア、デイナイトケア利用中止となる。青風荘より情報提供があり、本人より「先生の言うことを聞いて頑張ります」と話していたとのこと。入院にあたり、今後も青風荘で支援していくとのこと。
・板橋　利美　様～ミーティングで左肩が痛いことを話しており、担当医に話すと言っていた為確認すると、「言ったかどうか覚えていない」と話している。最近物忘れがあると話している。今後も身体疼痛の訴えのあった際は話を傾聴していく。
ナイトケア
・鹿原　博夫　様～昨日来所時、自宅の水道が凍結しているため、帰宅したら解凍しなければならないと話している。水道管は凍っておらず、あくまでも水道の蛇口だけが凍結しているとのことで、解凍すれば支障なく生活が出来るとのこと。水落など、こまめに行うように助言している。
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（奥山以依子様）

実施日：H29年12月27日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：工藤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	奥山以依子様
	性別
	女
	年齢
	67
	生年月日
	　S24年12月29日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係、身体機能の維持・向上。

・作業能力・持続性の維持・向上。

・病識を理解し身体的・精神的に安定する。

・集団生活を継続する。

	本人希望
	集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。

	家族希望
	施設入所継続してほしい。

	入院歴
	計　2　回（最終：55年4月26日～17年4月4日）※当院2回

	通所歴
	　1　回目

· 今回：平成17年4月～現在（週5回/月・火・水・木・金曜日）

	その他サービス利用
	青風荘入所　平成20年4月3日～現在

	住居：

グループホーム｢青風荘｣　入居中
	家族構成







	利用制度
	障害基礎年金1級　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳1級

重度心身障害者医療費制度　　　自立支援医療費制度

障害福祉サービス　区分4

	備考：特記なし


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフとの振り返りを通して不調に気が付く事ができるようになる。

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　　　
	②交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。　　
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


【検討内容】目標の見直し

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	・排便に拘りがあり、トイレ時間を要している。
先日昼食後、トイレに篭り2時間出てこないことがあり、スタッフの声掛け要している。
青風荘より情報提供があり、排便はあるが、すっきりしないとのことで、シンラックを使用したいと話しているため、下痢になりやすいことを説明すると、使用は止めていたとのこと。医師に話すよう伝えている。
・睡眠時間は、一睡もしていないと話すことがありスタッフが体調確認すると、なんとか大丈夫ですと話している。眠れない日が続くようであれば、主治医に伝えるよう促している。
	不調が気になる際は、排便状態が悪いのか、精神症状なのか青風荘と情報共有し、担当医へ相談するよう促していく。
睡眠不足を話す事があるため、不調に気がつけるよう目標継続とする。

	
	超能力に関する発言が聞かれており、「私は、2020年の6月30日までに超能力ができるのか、普通の人になるのか決まるんです」と話している。超能力がなくても、現在も生活できていることを伝えると、「そうですね」と返答している。今後も現実検討を促していく。
	時折、「超能力が」という言葉が何回か会話の中で聞かれている。今後も、現実検討を促し、目標を継続とする。
　　

	②周りを見ながら行動し、人にぶつかった時は謝れるようになる。
	・運動プログラムでは大きく体を動かしており、

周囲が見えていない様子で運動中にテーブルにぶつかりそうになっても気がついていない。　

運動前には周囲に物がないか確認するように声掛けが必要である。

・下膳や移動時には周囲を見ないで行動するときがあるため、声掛け要している。
	事前に声掛けをして、周囲を確認する習慣を身につけることが必要である為、計画を継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①-1スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。

①-2超能力に関する発言が聞かれた場合、現実検討を促していく。
	①-1スタッフから聞かれた事に返答できるようになる。

①-2振り返りを通して現実検討を促し、自覚できるようになる。

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　
	②周りを見ながら行動し、人にぶつかった時は謝れるようになる。


	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


保護者・彰二様





裕子様








